
緊急時の対応…『通いの場』開催中のケガ・病気等緊急事態が発生した場合

（１）　当日の参加者に協力を求める

（２）　落ち着いて行動する

（３）　必要時応急手当てをする（緊急時手順マニュアル）

（４）　必要時救急車の手配をする（１１９番通報マニュアル）

○救急車の手配

○止血や応急手当を行う

○心肺蘇生法を行う

○状態の見守り

○家族等への連絡

○必要に応じ救急車で病院まで付添い

緊急時は協力し合い、落ち着いて行動しましょう。

『通いの場』参加者

■緊急時対応マニュアル

通いの場

ケガ／病人発生

緊急時手順マニュアルに沿って行動
地区社協部会長もしくは地
区長、地域役員への連絡

町社協へ連絡　７３－０２９４



意識の確認を優先

　ショック状態の症状

・表情や目がうつろになる

・唇が白ぽいか、紫色になる

・冷や汗がでる

・皮膚が青白く、冷たい

119番通報　別紙②

可能な限り行うこと

・声掛けや応急手当

・心肺蘇生

大量出血 不快感あり ぶつけた転んだ

出血が止まらない 頭痛、腹痛、吐き気 打身や内出血

ショック状態 めまいなど

119番通報 別紙②

応急手当（止血）

状態の観察

可能な限り、傷病者に状態を聞く

持病、アレルギーなどの既往歴を確認する

完全に大丈夫と判断できるまでむやみに動かさないこと

改善 変化なし 　悪化

帰宅の際に 119番(別紙②)通報を

状況を伝える 考慮し家族等に来ても

らい病院へ受診する

 この手順に当てはまらないことが起こったり、状態が急変した場合には、すぐ
 に救急車を手配しましょう。

 また、症状が軽いと判断した場合でも、不安な時は救急車を手配しましょう。

119番通報 別紙②

少量出血

止血

意識あり

■緊急時手順マニュアル
通いの場

意識なし

事案（ケガ／病人・心停止）発生

意識の確認



この手順に当てはまらないことが起こったり、状態が急変した場合には、

すぐに救急車を手配する。

また、症状が軽いと判断した場合でも、不安なときは救急車を手配しましょう。

ない

ケガ／病人発生

出血確認・意識状態

救急車の手配
ない

■緊急時手順マニュアル

（可能な限り）家族等
に迎えに来てもらい病
院へ行ってもらう

変化なし

救急車の手配

悪化

内科系疾患、持病アレ
ルギーなど既往歴を確
認

救急車の手配 止血 意識

止血

声掛け・応急手当を行う

同時進行

通いの場

小出血
ケガ

ある

状態の観察

　病気的な不快感

なし

あり
傷病者に現状を聞く

帰宅の際は、(可能な限
り）ご家族へ状況をお伝え
する

詳細な確認

完全に大丈夫と判断できるまで
むやみに動かさないこと

改善 

ある

状態の

頭痛、腹痛、吐き気、

めまい、熱感など 
ぶつけた、転んだなど 



１．１１９番にダイヤル

２．オペレーターによる問い掛け：「火事ですか？　救急ですか？」

３．問い掛けに対して「救急です」と応える

４．オペレーターの指示により必要事項を伝える

◎ ケガ・病人の状態を正確に伝える

　・傷病者の数、性別、年齢など
　・意識、呼吸、脈拍、出血、外傷などの有無
　・どのようにケガをしたか、どんな状況で倒れたかなど詳しく
　・現在行っている処置
　・不明確な情報は逆に妨げとなる場合もあるので正確に伝えること

◎ ケガ・病人がいる施設名と施設内での場所

　施設名：○×防災コミュニティーセンター 　場所：１階の部屋

◎ 住所：　　（必要に応じて）

◎ 目印となる建物など：　　（必要に応じて）

◎ 通報者の名前：　電話をしている人の名前

◎ 電話番号：　　今使っている電話の番号

　通報後、再度オペレーターや救急車より電話があるかもしれないので、
現場の状況を確認しながら、電話のそばで待機する。その際、その電話
で他の場所などへ通話をしない方が好ましい。家族などへの連絡は他の
電話回線を使用し、救急隊からの電話が常に取れる状態にしておくこと。

【１１９番のかけ方】

　○ 携帯電話
通報場所や電波状況により隣接する市町の消防につながることがあります。
この場合は、該当する地域の管轄に転送となりますので、自分がいる場所
を伝えて係員の指示に従って下さい。

　○ 一般加入電話

普通の通話要領で１１９番を回します。

　○ 黄色や緑色の公衆電話

受話器を外して緊急呼出器の１１９番を回す。
プッシュホン式は、赤ボタンを押して１１９番

　○ 赤色やピンク色の公衆電話

管理者に鍵を外してもらう（１０円を入れても１１９番へは通じない）

■１１９番通報マニュアル

必要事項

通いの場


